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2はじめに

◼ 第2回本作業会（2024年8月29日）において、今後取り組む主要論点について整理した。

◼ 主要論点の一つとして、EPPS（周波数低下時に健全側から故障側へ瞬時に電力融通を行う機能）の考え方の
見直しを挙げており、具体的には、昨今の周波数品質（±0.1Hz滞在率悪化）を踏まえると、現在の健全側動作
条件では必ずしもEPPSが確実に動作するとは言えない状況と考えられることから、動作確実性を高めるための整定
変更について深堀検討していく旨をお示ししたところ。

◼ 今回、EPPSの動作確実性を高めるための方法について検討したため、ご議論いただきたい。



3（参考） 本作業会における主要論点一覧

出所）第2回将来の運用容量等の在り方に関する作業会（2024年8月29日）資料5をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_2_05.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_2_05.pdf


4（参考） EPPSの考え方等の見直し（論点5-1-1）

出所）第2回将来の運用容量等の在り方に関する作業会（2024年8月29日）資料5
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_2_05.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_2_05.pdf
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7EPPS機能の概要について

◼ FCに具備されているEPPS（Emergency Power Presetting Switch）機能は、50Hz、60Hzエリアそれぞれ
の突発的な事故等による周波数の異常低下に対応し、瞬時に電力融通を行い、故障側系統の周波数を効率的
に回復させることを目的としている。

◼ 新信濃FC、佐久間FC、東清水FC（以下、「固定EPPS」という。）には、固定のEPPS設定量として60万kWが
設定されており、EPPS用に確保されているマージンを使用して故障側へ融通する。

◼ また、飛騨信濃FC（以下、「可変EPPS」という。）においては、故障側と健全側の周波数偏差が逆転しない量を
空容量の範囲内で融通する。

飛騨信濃FC

新信濃FC

佐久間FC

東清水FC

健全側
周波数低下

故障側
周波数上昇

動作時
周波数

EPPS
動作周波数

飛騨信濃FCに実装されているEPPS機能
オンライン取得する系統容量（需要）により、
健全側と故障側の周波数偏差を計算し、
偏差が逆転しない量を空容量の範囲内で融
通

EPPS設定量
60万kW

60Hzエリア
[中西地域]

FC

G

G

G

G

G

EPPS動作量
60万kW＋α

電源脱落起動条件
健全側

[－0.1Hz以上］
⇒59.9Hz以上

起動条件
故障側

[－0.4H以下］
⇒49.6Hz以下計画潮流

EPPS用マージン（60万kW）運用容量
(逆向き)

空容量

G

50Hzエリア
[東地域]

EPPSの概要図：50Hzで故障（電源脱落）が発生した場合



8（参考） 東京中部間連系設備で確保しているマージンについて

出所）2023年度第1回マージン検討会（2024年2月13日）資料2をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/margin/2023/files/margin_2023_1_2.pdf

◼ 固定EPPS動作時に確実に融通できるよう、60万kWのマージンを常時確保※している。

◼ なお、前述したとおり、上記マージンに加えて空容量があれば、可変EPPSで決定した量も追加で融通する。

※ 需給ひっ迫融通時や下げ代不足融通時に、確保しているマージンを使用する場合がある。

https://www.occto.or.jp/iinkai/margin/2023/files/margin_2023_1_2.pdf


9（参考） 飛騨信濃FCに実装されているEPPS機能

出所）第47回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会（2020年1月28日）資料3
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2019/files/chousei_47_03.pdf

◼ 系統容量（需要）のオンライン情報をもとに、健全側と故障側で周波数偏差が逆転しない量を追加で融通する。

◼ 系統容量が小さい場合、追加融通できる量は小さくなるが、系統容量が大きい場合、融通可能量は大きくなる
（偏差が逆転しない範囲） 。

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2019/files/chousei_47_03.pdf


10EPPSの目的（期待する効果）について

出所）第7回調整力等に関する委員会（2016年1月22日）資料4
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2015/files/chousei_07_04.pdf

◼ EPPSは、中西エリア、東エリアでそれぞれ期待する内容は異なるものの、送電線ルート故障（N-2）や送電線N-1
故障での大規模電源脱落等があった際の負荷遮断量の抑制・回避等が期待されている。

◼ また、周波数維持制約で決まる連系線の運用容量算出にもEPPS見込み量が織り込まれており、連系線ルート断
（系統分離）時の受電側の周波数低下を抑制することが期待されている。

◼ その他にも、大規模地震による電源脱落等、ブラックアウトに至るリスクがあるような周波数の大擾乱に対して、確実
に動作することが期待されている。

出所）2023年度第5回運用容量検討会（2024年2月13日）資料1-2をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/unyouyouryou/2023/files/unyouyouryou_2023_5_1-2.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2015/files/chousei_07_04.pdf
https://www.occto.or.jp/iinkai/unyouyouryou/2023/files/unyouyouryou_2023_5_1-2.pdf


11（参考） 電源脱落発生時の周波数変化のイメージ

出所）送配電網協議会HP「大規模停電回避に向けて ～ 系統周波数維持の取組み ～」
https://www.tdgc.jp/information/docs/367f2ce75b42f870fdb4fdf96001a02de8aa135c.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2021/files/chousei_66_08.pdf
https://www.tdgc.jp/information/docs/367f2ce75b42f870fdb4fdf96001a02de8aa135c.pdf


12（参考） 2022年3月16日の福島沖地震発生時の状況

出所）第47回電力・ガス基本政策小委員会（2022年4月12日）資料3-1をもとに作成
https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/pdf/047_03_01.pdf

◼ 2022年3月16日に発生した福島沖地震により、東エリアの多くの電源が停止し周波数が低下したが、FCのEPPS
動作や負荷側UFR動作による負荷遮断等で周波数低下量を抑制した。

https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/pdf/047_03_01.pdf


13（参考） 周波数制御体系について

出所）第2回将来の運用容量等の在り方に関する作業会（2024年8月29日）参考資料1
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_2_sankou_01.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_2_sankou_01.pdf


14現状のEPPS整定の考え方

◼ 現状のEPPS整定の基本的な考え方は下記のとおり。

➢ 受電（故障）側エリアの周波数低下の回復に寄与すること。

➢ 送電（健全）側エリアの周波数を著しく低下させないこと。

➢ 受電（故障）側エリアと送電（健全）側エリアの周波数偏差が原則として逆転状態とならないこと。

◼ 送電（健全）側エリアの周波数を著しく低下させないといった考え方により、健全側起動条件が－0.1Hz以上と
なっており、固定EPPSおよび可変EPPSどちらにも適用されている。

◼ また、健全側と故障側で周波数偏差が逆転しないという考え方のもと、固定EPPS動作量が60万kWとなっており、
可変EPPSの動作量決定時にもこの考え方が適用されている。

◼ 一方で、2027年度末に完了予定のFC増設後については、空容量の増加も期待できることから、レジリエンス向上
のために健全側エリアの周波数低下が故障側エリアの周波数低下を上回る（逆転する）ことを許容した上で、
故障側エリアの周波数を回復させるような新EPPS機能の実装が予定されている。

動作条件（周波数低下量）
動作時間

および動作量

故障側（受電）側 健全側（送電）側 1段整定

ー0.4Hz以下 ー0.1Hz以上 0.2秒（60万kW）

健全側と故障側で周波数偏差が逆転状態とならない考え方

健全側周波数（融通後）
：60.0Hz⇒59.8Hz

故障側周波数（融通後）
：49.6Hz⇒49.8Hz



15（参考） FC増設および新FCに実装が予定されている機能について

出所）第95回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会（2024年2月20日）資料3をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2023/files/chousei_95_03.pdf

出所）第2回将来の運用容量等の在り方に関する作業会（2024年8月29日）参考資料1
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_2_sankou_01.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2023/files/chousei_95_03.pdf
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_2_sankou_01.pdf


16（参考） EPPS制御の概要

◼ 前頁までの内容を整理すると下記のとおり。

EPPS 動作量 対象FC
EPPS動作量
確保方法

起動周波数

固定EPPS
60万kW 新信濃1,2FC

佐久間FC
東清水2FC

マージン 健全側
50Hz側：49.9Hz以上
60Hz側：59.9Hz以上
故障側
50Hz側：49.6Hz
60Hz側：59.6Hz

可変EPPS
周波数偏差が逆転しない範囲で算出 飛騨信濃FC

不足時は新FC
空容量

新EPPS
周波数偏差の逆転を許容して、
周波数回復量を目標に算出

新FC 空容量 検討中

出所）第95回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会（2024年2月20日）資料3をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2023/files/chousei_95_03.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2023/files/chousei_95_03.pdf


17至近の周波数滞在率悪化に伴うEPPSへの影響について

◼ 前述したとおり、健全側の動作条件が－0.1Hz以上に設定されているため、健全側周波数が0.1Hzより低下して
いた場合、EPPSが動作せず、本来EPPSが動作していれば抑制できていたはずの負荷遮断が起こる可能性もある。

◼ この健全側起動条件について、従来、周波数±0.1Hz以上滞在率はそれほど低くなかったことから、大きな問題とは
なっていなかった。

◼ 他方で、近年、主に中西地域で周波数±0.1Hz滞在率が低下しており、2019年度は98～99%程度だったが、
2024年度は96～98%程度となるなど、健全側起動条件を満たさない確率も年々上がっている。

◼ EPPSは負荷遮断量低減や大規模停電防止の目的があり、連系線においてEPPS用のマージンを確保していること
も考慮すると、周波数低下事象発生時の確実な動作が必須であることから、昨今の周波数滞在率状況も踏まえ、
次章以降で動作確実性を向上させる方法について深堀り検討する。

出所）第101回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会（2024年9月30日）資料5をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2024/files/chousei_101_05.pdf

中西エリア周波数±0.1Hz滞在率グラフ

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2024/files/chousei_101_05.pdf
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19

EPPS 動作量 対象FC
EPPS動作量
確保方法

起動周波数

固定EPPS
60万kW 新信濃1,2FC

佐久間FC
東清水2FC

マージン 健全側
50Hz側：49.9Hz以上
60Hz側：59.9Hz以上
故障側
50Hz側：49.6Hz
60Hz側：59.6Hz

可変EPPS
周波数偏差が逆転しない範囲で算出 飛騨信濃FC

不足時は新FC
空容量

新EPPS
周波数偏差の逆転を許容して、
周波数回復量を目標に算出

新FC 空容量 検討中

基本的な考え方を踏まえた見直しの方向性について

◼ 現在のEPPS整定は、「送電（健全）側エリアの周波数を著しく低下させないこと」という考え方により、健全側で
－0.1Hz以上という起動条件が設定されている。

◼ 他方で、周波数低下量が一定範囲以内であれば、健全側の負荷遮断や連鎖的な発電機停止等を伴うこともなく、
影響が軽微であると考えられ、必要時にEPPSが動作しないリスクのほうが問題であると考えられる。

◼ よって、EPPS動作確実性を高めるために、健全側への影響がない範囲で、EPPS動作させる整定の見直しを行う
方向で検討を進めてはどうか。



20送電（健全）側起動条件の見直しについて（１／３）

◼ 前述した動作確実性向上のために、送電（健全）側起動条件（周波数）について検討を行う。

◼ 送電（健全）側起動周波数の見直し（緩和）により、EPPS動作の確実性を高める効果があるものの、過度に
送電（健全）側起動周波数を見直し（緩和）してしまうと、EPPS動作により、故障側だけでなく健全側エリアへの
影響が出てくることも考えられる。

◼ この点、健全側への影響が軽微な範囲で動作確実性が高まる起動周波数とすることが望ましく、また、中西エリア・
東エリアにおいては、常時の周波調整目標を±0.2Hz以内として運用していることを考慮すると、送電（健全）側
起動条件（周波数）については－0.2Hz以上とすることが考えられるか。

出所）第101回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会（2024年9月30日）資料5をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2024/files/chousei_101_05.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2024/files/chousei_101_05.pdf


21送電（健全）側起動条件の見直しについて（２／３）

◼ 仮に、送電（健全）側起動周波数を－0.2Hz以上とした場合にどの程度動作確実性が高まるのかを検証する。

◼ 東エリアと比較して周波数滞在率が低い傾向にある中西エリアにおいて、±0.1Hz滞在率は95.7%程度～98.8%
程度を推移しており、特に春先に悪い傾向にある。

◼ 一方で、±0.2Hz滞在率においては、低いところ（端境期）でも99.96%程度となっており、見直しによってEPPS
動作確実性は向上する（ほぼ確実に動作が見込める）と言えるのではないか。

±0.2Hz滞在率：99.96%以上

※ ±0.1Hz、±0.2Hz滞在率は周波数上昇側と低下側の逸脱どちらも含んでいるため、
EPPS動作条件を満たす確率は上記の周波数滞在率より高くなることに留意が必要。

中西エリア周波数±0.1Hz滞在率グラフ 中西エリア周波数±0.2Hz滞在率グラフ

出所）第101回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会（2024年9月30日）資料5をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2024/files/chousei_101_05.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2024/files/chousei_101_05.pdf


22送電（健全）側起動条件の見直しについて（３／３）

◼ 一方で、送電（健全）側起動周波数見直し（－0.1Hz以上⇒－0.2Hz以上）にあたっては、健全側への影響
について確認する必要がある。

◼ この点、健全側への影響を簡易的に確認するため、系統容量（需要）が小さい過酷条件において、EPPS動作で
健全側から故障側へ60万kW融通（60Hz→50Hz、または50Hz→60Hz）が行われた場合について検討した。

◼ 検討の結果、健全側の周波数低下は59.55Hz（または49.53Hz）となり、ポンプ遮断となる周波数（59.5Hz
または49.5Hz）や負荷側UFRとなる周波数（59.1Hzまたは49.0Hz）までの低下は起こらなかった。

◼ これらの詳細については、今後、周波数シミュレーション等を行い、影響を確認することとしたい。

＜検討条件（簡易確認）＞
日時：2024年5月4日1時、中西エリア需要：32559MW、東エリア需要：27912MW
系統特性定数（需給制御用）：中西エリア0.75%MW/0.1Hz、東エリア0.8%MW/0.1Hz
健全側の周波数偏差=EPPS動作量(固定値600MW)／（送電側系統特性定数×送電側系統容量）

＝600MW／（0.75%MW/0.1Hz×32559MW or 0.8%MW/0.1Hz×27912MW）
≒ 0.246[Hz] or 0.269[Hz]

健全側の周波数変動：「59.8Hz ⇒ 59.55Hz」 or 「49.8Hz ⇒ 49.53Hz」
故障側の周波数変動：「49.6Hz ⇒ 49.87Hz」 or 「59.6Hz ⇒ 59.85Hz」

※ 上記は、敢えて最過酷な条件（起動時周波数59.8Hz、GW深夜の最軽負荷期）で検討を行っていることに留意が必要。



23今後の方向性

◼ 前頁までの整理を踏まえ、送電（健全）側の起動周波数を－0.1Hz以上から－0.2Hz以上に緩和するにあたり、
健全側への影響がないかを、次回以降シミュレーションを行ったうえで詳細を確認する。

◼ 具体的には、並列発電機が少なく周波数変動の影響が大きい軽負荷期において、固定EPPSのみ（60万kW）
ならびに可変EPPSも動作した場合（60万kW+α）の周波数変動を確認することが考えられるか。

◼ 詳細なシミュレーション結果も踏まえて、次回以降、方向性について提示することとしたい。



24（補論）EPPS動作確実性向上による付随効果

◼ 需給調整市場における異常時対応調整力については、EPPS動作量は考慮しておらず、各同期連系系統ごとに
単機最大容量の電源が脱落しても対応できる量を同期連系エリアごとに按分して確保している。

◼ 第47回需給調整市場検討小委員会において、異常時対応調整力の必要量から、EPPS分を控除して需給調整
市場で募集することで必要量低減を図る案が言及されたものの、周波数滞在率悪化に伴い、EPPSが動作（電力
融通）しない懸念があるため、安定供給に与える影響等も踏まえて、引き続き検討を進めるとしていた。

◼ この点、EPPS整定見直しにより動作確実性を向上できれば、異常時対応調整力の必要量から控除する（これに
よって調整力必要量（募集量）および調整力調達費用を低減する）ことも期待できるため、引き続き、関連する
需給調整市場検討小委員会とも連携しながら検討を進めることとする。

出所）第47回需給調整市場検討小委員会（2024年5月15日）資料5
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/jukyu_shijyo_47_05.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/jukyu_shijyo_47_05.pdf


25（参考） 異常時対応調整力について

出所）第14回需給調整市場検討小委員会（2019年11月5日）資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2019/files/jukyu_shijyo_14_02r.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2019/files/jukyu_shijyo_14_02r.pdf
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27まとめ

◼ EPPSについて、昨今の周波数品質（±0.1Hz滞在率悪化）を踏まえると、現在の健全側動作条件では必ずしも
EPPSが確実に動作するとは言えない状況と考えられることから、動作確実性を高めるための方法について検討した。

◼ 具体的には、健全側への影響がない範囲でEPPS動作させる整定見直し（健全側起動周波数－0.1Hz以上⇒
－0.2Hz以上）を行ってはどうか。

◼ これら整定見直しにより動作確実性の向上は期待できることから、次回以降シミュレーションを行い、健全側への影響
を確認した後に、整定見直しについての方向性を提示することとしたい。
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以 上


